
【Oh!Me】

毎日新聞のご購読お申し込みは

高島市の「畑の棚田」は日本の原風景と

呼ばれるほど美しく、1999（平成11）年には

県内で唯一「日本の棚田百選」に選ばれた。

しかし、毎年増え続ける観光客とは裏

腹に棚田特有の厳しい農作業や生産者

の高齢化により休耕田が増加している。

これらの棚田をいかに維持・管理し

ていくかが課題となっている。

福井さんは7年前まで大手酒造会社に勤

務していたが、退社して奥さんの実家で

ある高島市の（株）福井弥平商店に入り、

酒造りを担っている。同社は創業250年の

老舗。福井さんは地域とのつながりを大

切にする中で、美しい景観を守るために

自分に何ができるか考えるようになった

という。

「休耕田を増やさないためには生産者の負

担を減らすことが大切です。棚田のコシ

ヒカリを使った酒を造ることで、少しで

も経済的貢献ができるのではないか」と

考え、福井さんは棚田産コシヒカリを

100％使った酒造りに挑戦することにした。

コシヒカリは酒造りに向かない品種のた

め容易なことではなかった。しかし、試

行錯誤の末にようやく「萩乃露 里山」を

完成させ、3年前から春には瑞々しい味

わいの「豊作祈願しぼりたて生」を、秋

には深みのある味わいの「収穫記念秋あ

がり原酒」を販売するようになった。い

ずれもすっきりとやさしい飲み口が評判だ。

福井さんは「田植えや収穫期に販売する

ことで『畑の棚田』に目を向けるきっか

けとなってほしい」と話す。

「日本の棚田百選」に選ばれたことを

きっかけに、高島町（現高島市）が平成

12（2000）年から「棚田オーナー制度」を

始めた。県内外から棚田のオーナーを募り、

田植えや稲刈りといった農作業を手伝っ

てもらうことで休耕田を減らそうという

仕組みである。

一昨年からは（株）福井弥平商店も加わっ

て「畑の棚田　酒オーナー制度」が始ま

った。農作業の他に、収穫した米による

酒造りを見学し、翌年の春に出来あがっ

たお酒を受け取るという仕組みだ。

これは「棚田オーナー制度」に当初から

関わる高島市役所勤務の林典男さんの薦

めで実現した。福井さんの「酒造りを通

じて、人と人とのつながりを大切にして

いきたい」という願いが込められている。

取材日は70組200名

ほどのオーナーが集

まり、手作業による

田植えが行われてい

た。県外からの参加

者が多く、楽しそう

に作業する様子が印

象的で、日本の美し

い景観を守る姿に感動した。（取材・竹末）
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